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ポートランドのファーマーズマーケットで行われる

子どもの料理教室

卸
商
い
創
造
研
究
所

代
表
取
締
役

松
本
大
地

提
言

地
方
の
人
口
は
少
子
化
や
転
出
超
過

で
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
都
心
で
も

大
型
商
業
施
設
に
よ
る
競
争
が
激
化
し

て
い
る
昨
今
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
（
以
下
、

S
C
)
の
舵
取
り
が
難
し

い
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

S
C
が
競
い
合
い
な
が
ら
規
模
や
レ
ベ

ル
を
上
げ
て
き
た
「
S
c
生
活
提
案
時

代
」
は
終
焉
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
は
規

模
や
効
率
の
優
位
性
で
は
な
く
、

S
c

も
社
会
や
地
域
、
住
民
と
一
緒
に
進
化

を
続
け
る
「
S
c
生
活
創
造
時
代
」
に

突
入
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の

は
消
費
の
仕
方
の
変
化
そ
の
も
の
で
、

2
 0
0
 
8
年
9
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
金
融
危
機
を
き
っ
か
け
に
、

モ
ノ
ヘ
の
執
着
の
疑
問
、
贅
沢
品
や
大

企
業
に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
へ
の
嫌
気
も

ょ
食
は
生
き
る
糧
か
ら
、
生
活
を
豊
か

に
彩
る
糧
ク
と
考
え
る
生
活
者
が
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
支
え
て
い
る
。

S
C
で
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
す
る
際
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て

S
M
の
売
り
場

と
競
合
す
る
と
は
考
え
ず
に
、
地
域
と

S
C
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
と
考
え

る
こ
と
だ
。

S
M
と
生
産
者
が
結
び
つ

き、

S
M
に
と
っ
て
は
地
域
食
材
を
充

実
さ
せ
る
売
り
場
づ
く
り
に
、
生
産
者

に
と
っ
て
供
給
先
と
し
て
安
定
す
れ
ば

作
付
け
も
計
画
的
に
で
き
る
。
ま
た
、

S
C
の
飲
食
テ
ナ
ン
ト
が
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
新
鮮
な
食
材
を
購
入

し
、
そ
れ
を
料
理
に
使
う
こ
と
で
大
き
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来
館
頻
度
を
高
め
る

S
cづ
く
り
の
条
件

あ
っ
て
、
生
活
者
に
新
し
い
価
値
観
が

芽
生
え
て
き
た
。

社
会
倫
理
、
共
感
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

つ
な
が
り
、
品
質
、
創
造
性
を
大
切
に

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
志
向
へ
と
変
わ

っ
て
き
た
。
こ
の
成
熟
化
社
会
で
の
消

費
行
動
の
変
化
は
、

S
C
ビ
ジ
ネ
ス
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
。
過
去
の

S
C
で
の
過
ご
し
方
は
モ
ー
ル
を
歩
き

な
が
ら
発
見
す
る
楽
し
さ
が
あ
っ
た
が
、

今
で
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
目
指
す
店
舗

に
行
き
、
目
的
を
済
ま
せ
て
即
帰
る
時

間
短
縮
型
に
な
っ
て
き
た
。
な
ら
ば
来

館
者
の
滞
留
時
間
を
増
や
し
、
売
上
げ

に
つ
な
げ
る
に
は
モ
ノ
か
ら
コ
ト
だ
と

い
う
が
、
お
金
以
上
に
時
間
を
重
視
す

る
現
代
生
活
者
に
は
そ
の
中
身
が
問
わ

れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
S
C
が
寛
ぎ
の
場
、

な
売
り
に
も
な
る
。
生
産
者
と
生
活
者

だ
け
で
な
く
、
テ
ナ
ン
ト
に
も
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
こ
そ
が
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
以
下
、

D
V
)
の
役
割

だ
。
生
産
者
と
一
緒
に
収
穫
す
る
ツ
ア

ー
や
、
テ
ナ
ン
ト
の
飲
食
店
が
料
理
教

室
を
開
き
、
音
楽
教
室
の
生
徒
が
発
表

会
を
す
る
な
ど
、
次
々
と
交
流
の
仕
掛

け
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
取
り
組
み
に
生

活
者
は
利
用
者
の
立
場
か
ら
の
評
価
を

ロ
コ
ミ
や

S
N
S
で
拡
散
し
、
施
設
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
く
。
も
し
コ
ン
セ

プ
ト
が
し
っ
か
り
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

毎
週
開
か
れ
る
な
ら
ば
、
毎
週
訪
れ
る

習
慣
が
定
着
し
、
来
館
頻
度
が
増
し
て

い
く
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

愛
さ
れ
る
街
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
と
し

て
来
館
頻
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

S
C
の
持
続
可
能
な
経
営
プ
ロ
セ
ス
と

な
ろ
う
。

デ
ジ
タ
ル
が
生
活
に
浸
透
し
た
現
代

に
お
い
て
、
批
界
主
要
都
市
で
の
ア
ナ

ロ
グ
な
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

飛
躍
的
な
伸
び
は
ス
ペ
ン
ド
・
シ
フ
ト

時
代
を
象
徴
す
る
。
ア
メ
リ
カ
農
務
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
で
開
か

れ
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
数
は

1
9
9
4
年
の

1
9
0
0
カ
所

か
ら
、

20年
後
の

2
0
1
4
年
に
は

4

倍
強
の

8
0
0
0
カ
所
に
拡
大
し
た
。

考
え
方
1
つ
で
地
域
経
済
循
環
に
直
結

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い

S
C
と
な
る
の
だ
。

食
材
だ
け
で
な
く
、
書
籍
で
も
ア
ー

ト
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
も
イ
ベ
ン
ト

で
も
生
活
を
豊
か
に
彩
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
持
つ
こ
と
で
施
設
が
育
つ
。
枚
方

Tー

S
I
T
E
は
百
貨
店
が
撤
退
し
た

後
に
、

3
泄
代
向
け
の
生
活
文
化
と
衣

食
住
遊
を
融
合
し
街
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー

ム
と
な
っ
た
が
、

2
0
1
6
年
7
月
に

福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
T
S
U
T
A
Y
A
B
O
O
K
 G
A
R
A
G
E
 

福
岡
志
免
（
し
め
）
」
は
、
ご
近
所
の

リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
と
な
り
連
日
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
数
の
お
客
様
が
訪
れ

る
。
日
本
最
大
級
の
品
揃
え
の
中
古
本

約
43
万
冊
と
、
新
刊
本
約
12
万
冊
の
計

55
万
冊
に
及
ぶ
本
と
、

D
V
D
.
C
D

の
レ
ン
タ
ル
、
販
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

軸
に
、
地
域
で
人
気
の
ベ
ー
カ
リ
ー
、

カ
フ
ェ
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
を
集
積
。
売
場
面
積
は

3

ooo・m 

を
超
え
る
。
実
は
こ
の
場
所
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
ダ
イ
キ
が
撤
退
し
た
跡
地
を

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
し
、
カ
ル
チ
ュ
ア
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
仰
（
以
下
、

c
c
c
)
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
聡

九
州
T
S
U
T
A
Y
A
が
開
発
し
た
。

外
観
や
内
装
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
ガ

S
C
の
日
常
の
ハ
レ
と
は
、
た
だ
必

要
な
モ
ノ
を
満
た
す

H
常
べ
っ
た
り
の

場
で
は
な
く
、
そ
こ
に
楽
し
み
や
心
地

よ
さ
が
加
わ
っ
た
発
見
や
体
験
が
あ
る

ょ
日
常
の
ハ
レ
々
で
来
館
頻
度
を

高
め
た
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ

S
C
に
求
め
ら
れ
る

4

共
感
し
J

ょ
つ
な
が
り
々

I
 
，
1
 

〗
二
二
三
ロ
ニ
□
6

ー

現
代
生
活
者
は
ふ
れ
あ
い
や
交
流
を

求
め
て
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
や
っ
て
く
る
。
実
際
、

売
ら
れ
て
い
る
商
品
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
以
下
、

S
M
)
よ
り
価
格
は

高
い
が
、
安
心
安
全
志
向
、
ロ
ー
カ
ル

の
生
産
者
を
応
援
す
る
エ
シ
カ
ル
消
費

要
素
も
高
ま
り
、
生
産
者
と
つ
な
が
り

が
持
て
る
対
面
販
売
の
よ
さ
を
再
認
識

し
た
時
代
の
揺
り
戻
し
の
よ
う
だ
。
生

活
者
と
い
う
言
葉
に
は
従
来
の
モ
ノ
を

買
っ
て
く
れ
る
消
費
者
か
ら
、
自
ら
も

社
会
に
参
加
し
な
が
ら
行
動
す
る
消
費

者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
消
費
す
る
こ
と
の
影
響

を
自
覚
し
、
食
な
ら
ば
よ
り
よ
い
食
環

境
に
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
買
い
物
を

す
る
の
が
よ
い
か
と
い
う
尺
度
を
持
ち
、

レ
ー
ジ
に
見
立
て
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
元

の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
大
空
間
を
上
手

く
演
出
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
を
か
け
ず

に
ゆ
る
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
空
間
を
つ
く
る

感
性
は

C
C
C
の
得
意
技
で
安
っ
ぼ
さ

は
微
塵
も
な
い
。
こ
の
新
業
態
は
米
国

オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
あ
る
パ

ウ
エ
ル
ズ
・
プ
ッ
ク
ス
を
視
た
と
き
に

発
想
が
浮
か
び
事
業
化
し
た
と
開
発
責

任
者
は
語
っ
た
。
パ
ウ
エ
ル
ズ
・
ブ
ッ

ク
ス
の
本
店
は
約
7

o
o
o
"
 mに
1
0

0
万
冊
を
超
え
る
新
書
と
古
書
を
並
べ

て
販
売
。
そ
の
根
底
に
は
本
を
廃
棄
せ

ず
に
徹
底
的
に
再
利
用
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
志
向
が
あ
る
。
い
ち
早
く
プ
ッ
ク
ス

＆
カ
フ
ェ
を
導
入
し
、
本
の
ジ
ャ
ン
ル

と
融
合
し
た
関
連
雑
貨
の
ク
ロ
ス
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
を
含
め
た
丘
日
常

の
ハ
レ
ク
が
広
が
る
。

S
C
が
日
常
の

ハ
レ
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ

集
客
力
と
来
館
頻
度
を
上
げ
て
い
く
最

大
の
武
器
に
な
る
。
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今
回
の
テ
ー
マ
を
考
え
た
と
き
、
「
事

業
性
と
社
会
性
の
成
立
」
を
同
時
に
達

成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
っ
た
。

か
つ
て
地
域
交
流
の
場
を
担
っ
て
い
た

商
店
街
が
、
今
後
世
代
を
超
え
た
社
会

交
流
空
間
に
な
る
の
は
現
実
的
で
は
な

い
。
そ
の
新
し
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
の

役
割
は

S
C
が
担
う
べ
き
だ
ろ
う
。
交

流
な
く
し
て
活
力
な
し
、
活
力
な
く
し

て
交
流
は
な
い
。
そ
こ
に
共
感
す
る
思

い
を
つ
く
る
エ
ッ
セ
ン
ス
が
日
常
の
ハ

レ
で
あ
る
。
豊
か
な
暮
ら
し
と
贅
沢
な

暮
ら
し
と
は
異
な
り
、
生
活
の
近
く
で

買
い
物
、
食
事
を
楽
し
む
と
こ
ろ
も
あ

っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
公
園
の
よ

う
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

遊
び
、
楽
し
み
、
学
び
、
出
会
い
と
い

っ
た
暮
ら
し
の
質
を
上
げ
て
い
く
場
の

提
供
こ
そ
が
暮
ら
し
の
豊
か
さ
だ
。
商

業
施
設
は
開
業
し
た
瞬
間
か
ら
陳
腐
化

が
は
じ
ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

S
c

を
街
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
し
、
変
化

し
続
け
れ
ば
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
地
域
社
会
に
根
付
き
、

日
常
の
ハ
レ
の
存
在
で
ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ

ッ
ト
し
て
い
れ
ば
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。

共
通
価
値
の
創
造
に
よ
る

S
C
の
役
割

こ
と
を
日
常
の
ハ
レ
と
定
義
す
る
。
非

日
常
の
ハ
レ
と
日
常
の
ハ
レ
を
比
較
す

る
好
事
例
が
歪
川
高
島
屋

S
.
C
と
ニ

子
玉
川
ラ
イ
ズ
と
の
対
比
で
あ
る
。

1
9
6
9
年
に
開
業
し
た
玉
川
高
島

屋
S
.
C
は
革
新
と
成
長
を
続
け
る
日

本
を
代
表
す
る

S
C
で
あ
り
、
圧
倒
的

な
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
で
高
付
加
価

値
を
提
供
す
る
非
日
常
の
ハ
レ
の
ス
テ

ー
ジ
が
あ
る
。
店
舗
面
積
は
百
貨
店
を

含
め
て

8
万
5
1
3
0
,
m
、
売
上
高
は

l
o
o
0
億
円
に
近
づ
く
。
一
方
、

2

0
1
1
年
に
開
業
し
た
後
発
の
二
子
玉

川
ラ
イ
ズ

S
C
は、

1
期
2
期
を
含
め

て
店
舗
面
積
は

5
万
2
0
0
 
,m
、
売
上

高
は

3
8
5
億
円
。
格
の
違
い
は
歴
然

と
し
て
い
る
が
、
ラ
イ
ズ
は
売
上
げ
を

2
0
1
1
年
の

2
6
1
億
円
か
ら
4
年

間
で

1
5
0
％
の
伸
び
を
示
し
た
。
表

1
の
ラ
イ
ズ
の
入
館
者
数
の
推
移
を
見

る
と
、

1
7
4
3
万
人
か
ら
3
0
8
6

万
人
と

1
8
0
％
近
く
伸
長
し
、

2
0

1
5
年
度
の
東
急
電
鉄

1

一
子
玉
川
駅
の

乗
降
者
数
は
前
年
比

18
％
も
増
え
た
。

そ
の
要
因
は
、

2
O
1
6
年
4
月
の
二

子
玉
川
ラ
イ
ズ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
・
テ
ラ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
業
し
、

話
題
の
新
業
態
の
篇
屋
家
電
を
は
じ
め
、

ア
ク
タ
ス
の
生
活
創
造
型
シ
ョ
ッ
プ
や

衣
食
住
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
セ
レ
ク
ト

表1

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
問
題
解

決
に
か
な
う
な
ら
ば
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
多

く
の

D
V
は
自
分
た
ち
の
事
業
だ
け
を

考
え
、
地
域
住
民
は
行
政
や
地
元
企
業

に
一
方
的
に
要
求
を
し
、
行
政
は
ど
う

切
り
盛
り
す
る
か
が
わ
か
ら
な
い
、
と

い
っ
た

3
者
が
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
だ
っ

た
が
、
一
一
子
玉
川
ラ
イ
ズ
の
よ
う
な
街

づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
も
可

能
だ
。S

C
の
事
業
性
と
社
会
性
の
両
立
に

は、

C
S
R
(
C
o
r
p
o
r
a
t
e
Social R
e
s
 ,
 

ponsibility
、
企
業
の
社
会
的
責
任
）

で
は
な
く
、

C
S
v
(
C
r
e
a
t
i
n
g
S
h
a
 ,
 

red V
a
l
u
e
、
共
通
価
値
の
創
造
）
と

い
う
動
き
が
望
ま
し
い
。

C
S
R
が
法

令
順
守
や
企
業
の
慈
善
活
動
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、

C
S
v
は
社
会
的
価
値
の

実
現
を
通
じ
て
事
業
価
値
や
競
争
力
を

確
立
す
る
動
き
で
あ
り
、
社
会
に
も
企

業
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
で

S
C
経
営
に
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
。

二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
、
枚
方
T
_
S
I

T
E
、
T
S
U
T
A
Y
A
B
O
O
K
 G
A
R
A
 

G
E
は
C
S
v
に
よ
っ
て
街
の
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
き

た
。
毎
日
行
き
た
く
な
る
、
誰
か
と
つ

な
が
れ
る
、
小
さ
な
幸
せ
が
あ
る
、
そ

ん
な
S

C
な
ら
ば
必
ず
や
来
館
頻
度
が

二子玉川ライズ入館者数推移

匹＇皿 四＇血血＇平

（単位：万人）

鉄

3081 

電急東所出

匹
ー
血
（

シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
テ
ラ
ス
席
を
設
け

た
飲
食
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
、
シ
ネ
マ

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
構
成
さ
れ
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
・
ゾ
ー
ン
の
増
床
効
果
で

あ
る
。

S
C
の
先
に
は
批
田
谷
区
立
の

二
子
玉
川
公
園
が
整
備
さ
れ
た
。
通
常

の
S

C
な
ら
ば
両
端
に
吸
引
力
の
あ
る

核
店
舗
を
配
置
す
る

2
核
1
モ
ー
ル
で

仕
上
げ
る
と
こ
ろ
、
こ
の

6
.
3
h
a
の

公
園
に
は
コ
ン
セ
プ
ト
型
の
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
も
出
店
し
た
心
地
よ
い
環
境
を

設
え
、
自
然
と
都
市
機
能
が
有
機
的
に

繋
が
る
日
常
の
ハ
レ
の
回
遊
性
を
つ
く

り
上
げ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
大
き
な
効

戸工＿

i

l

9
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ヽ松本大地
山一證券卸、卸鈴屋にて金融、小売りビジネスを経験後、閥丹青社にてマーケティング研究所所長

に就任。 2007年卸商い創造研究所を設立。街づくりから大型商業施設までのプロデュース業務を

手掛ける傍ら、長年にわたる欧米の商業マーケティング調査・研究から、日経MJや業界紙での執

筆活動や全国講演を行う。 SCJAPAN TOOAYでは2007年より20回にわたり「次世代SCカッテ

ィングエッジ」を連載。また米国オレゴン州ポートランド市の街づくり研究を進め、2012年著書「最

高の商いをデザインする方法（エクスナレッジ社）」を発刊。 2015年より、経産省コト消費空間づ

くり研究会委員、酒田未来塾塾長、 2016年より鎌倉市技術アドパイザーに就任。

増
し
、
成
長
を
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

日常のハレで来館者を増やす街のリビングルーム

二子玉川ライズ

果
だ
っ
た
の
は
大
屋
根
の
パ
プ
リ
ッ
ク

ス
ペ
ー
ス
で
の
年
間
3
0
0
を
超
え
る

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
あ
る
。
冬
季
の
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
、
夏
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、

大
茶
会
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、
地
域
の

大
学
に
よ
る
チ
ア
ガ
ー
ル
演
技
、
地
域

の
神
輿
会
場
、
盆
踊
り
、
運
動
会
、
現

代
ア
ー
ト
な
ど

8
常
の
ハ
レ
の
イ
ベ
ン

ト
に
よ
り
、
人
と
人
、
人
と
モ
ノ
、
人

と
情
報
、
そ
し
て
人
と
地
域
が
つ
な
が

る
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
生
み
、

ふ
ら
り
と
頻
繁
に
訪
れ
た
く
な
る
縁
日
、

縁
側
、
縁
台
の
雰
囲
気
を
つ
く
っ
た
。

ま
さ
に

H
常
の
ハ
レ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
創
造
し
た
こ
と
で
来
館
頻
度
を
高

め
た
成
功
事
例
だ
。

';, 

ヶ
ニ
子
玉
川
ラ
イ
ズ
は
人
と
街
を
育

て
な
が
ら
開
発
し
て
い
る
ク
と
思
っ
た

の
は
、
「
二
子
玉
川
の
ま
ち
づ
く
り
研

究
会
」
で
筆
者
が
基
調
講
演
を
し
た
と

き
で
あ
っ
た
。
二
子
玉
川
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
玉
川
町
会
、
二
子
玉
川
1
0
0
 

年
懇
話
会
が
活
動
し
、
東
急
電
鉄
が
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
。
「
自
然
環
境
と
生
活

文
化
が
繋
が
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
街
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
論
じ
、
そ
の
後
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
町
内

会
副
会
長
、
二
子
玉
川
小
学
校
P
T
A

会
長
、
世
田
谷
区
の
都
市
計
画
課
と
い

っ
た
方
々
と
、
街
の
全
体
最
適
を
目
指

す
積
極
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

世
田
谷
区
長
ま
で
参
画
し
、
行
政
・

住
民
•
D
V

が
街
づ
く
り
に
積
極
的
に

関
わ
る
場
面
は
、
ま
る
で
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
に
お
け
る
住
民
主
体
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
様
相
で
あ
っ
た
。
ニ

子
玉
川
ラ
イ
ズ
は
単
な
る
大
型
再
開
発

で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
新
し
い
街

づ
く
り
型
開
発
の
模
範
例
に
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
た
。

S
C
の

存
在
が
地
域
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く

り
、
人
々
の
心
理
や
意
識
、
社
会
全
体

に
さ
え
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
私
た
ち

は
認
識
す
べ
き
だ
ろ
う
。
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